
新美南吉記念館（半田市）

家康公検定　過去問に挑戦 !

生誕110年　児童文学作家　新美　南吉
郷土の偉人

Okashin News　ええじゃないか豊橋まつりに参加、青森県の日本酒フェア開催
　　　　　　　メッセナゴヤ2023に出展
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郷土
偉人

の

新美　南吉児童文学作家生誕110年
～半田市出身～

Nankichi  Niimi

愛知県出身者には、文化や産業、教育などの発展に貢献した偉人が数多くいます。
シリーズ「郷土の偉人」では、その歩みや残した功績をたどります。

今月の偉人は、半田生まれの児童文学作家　新美南吉です。
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新美南吉記念館内

生
誕
1
1
0
年

　

多
く
の
人
が
読
み
親
し
ん
だ
「
ご
ん
ぎ
つ

ね
」。
小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
半
世
紀
以

上
も
掲
載
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
そ

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
新
美
南
吉
（
1
9
1

3
―
1
9
4
3
）
の
生
誕
1
1
0
年
に
あ
た
り

ま
す
。
病
の
た
め
29
歳
7
か
月
で
夭よ

う

逝せ
い

し
た
南

吉
で
す
が
、
そ
の
短
い
生
涯
を
通
し
て
数
多
く

の
名
作
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。

寂
し
い
幼
少
期

　

新
美
南
吉
は
、
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）、

畳
屋
を
営
む
父　
渡
辺
多
蔵
と
母
り
ゑ
の
二
男

と
し
て
知
多
郡
半
田
町
（
現
在
の
半
田
市
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
生
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た

兄
と
同
じ
「
正
八
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。
４

歳
で
母
を
亡
く
し
、
5
歳
で
継
母
を
迎
え
る
な

ど
寂
し
い
子
ど
も
時
代
を
送
り
ま
し
た
。

　

半
田
第
二
尋
常
小
学
校
（
現
岩
滑
小
学
校
）

へ
入
学
後
、
8
歳
の
時
に
は
亡
き
母
の
生
家
の

養
子
と
な
り
祖
母
と
二
人
で
暮
ら
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
名
前
が
「
渡
辺
正
八
」

か
ら
「
新
美
正
八
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
友
だ

ち
も
少
な
く
、
寂
し
い
毎
日
で
し
た
。
12
月
に

は
、
父
の
い
る
家
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校

で
は
1
年
か
ら
6
年
ま
で
い
つ
も
よ
い
成
績
を

修
め
、
卒
業
の
と
き
、「
知
多
郡
長
賞
」
を
受

け
て
い
ま
す
。

「
新
美
南
吉
」
誕
生

　

大
正
15
年
（
1
9
2
6
）、
旧
制
半
田
中
学

校
（
現
半
田
高
校
）
へ
入
学
。
父
の
畳
作
り
の

仕
事
を
手
伝
っ
た
り
畑
へ
行
っ
た
り
す
る
一
方

で
、
2
年
生
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
童
謡
や
童
話

を
つ
く
り
は
じ
め
ま
し
た
。
ノ
ル
マ
を
き
め
て

創
作
を
し
、
雑
誌
に
投
稿
。
た
く
さ
ん
の
作
品

が
掲
載
さ
れ
、
創
作
の
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）、
16
歳
の
と
き
に

は
、「
古
井
戸
に
落
ち
た
少
佐
」（
後
の
「
張
紅

倫
」）
な
ど
の
童
話
を
は
じ
め
、
童
話
15
編
、

童
謡
1
2
2
編
、
詩
33
編
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
滑
の
若
い
人
た
ち
と
「
オ
リ
オ
ン
」

と
い
う
同
人
誌
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
わ

か
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
の
頃
か
ら
「
新
美

南
吉
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
い
ま
し
た
。

「
赤
い
鳥
」
に
掲
載
さ
れ
る

　

半
田
中
学
校
を
優
れ
た
成
績
で
卒
業
し
ま
し

た
が
、
体
が
弱
く
、
受
験
し
た
師
範
学
校
は
体

格
検
査
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
母
校
の
半
田

第
二
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
っ
た
南
吉

は
、「
ご
ん
狐
」
な
ど
の
作
品
を
書
い
て
生
徒

た
ち
に
聞
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
年
、
日
本
の
児

童
文
学
運
動
の
父
と
さ
れ
る
鈴
木
三
重
吉
が
創

刊
し
た
、
子
ど
も
向
け
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
い

く
つ
も
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
代
表
作

「
ご
ん
狐
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
18
歳
の
時
の

こ
と
で
し
た
。

　

翌
年
、
東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
文
科
へ
入

学
。
幼
年
童
話
や
小
説
を
次
々
に
生
み
出
し
て

い
き
ま
す
。
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）、
22
歳

で
東
京
外
国
語
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、

北
原
白
秋
や
巽
聖
歌
、
与
田
凖
一
な
ど
す
ぐ
れ

た
詩
人
に
出
会
い
、
文
学
の
力
を
伸
ば
し
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
南
吉
の
体
は
少
し
ず
つ

む
し
ば
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

病
を
お
し
て
創
作

　

東
京
で
英
語
を
生
か
し
た
仕
事
に
就
い
た
南

吉
で
し
た
が
、
病
気
に
倒
れ
、
故
郷
の
岩
滑
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
河
和
第
一
尋
常
高
等
小
学

校
（
現
河
和
小
学
校
）
で
代
用
教
員
と
し
て
勤

め
た
り
、
鴉
根
山
の
農
場
に
住
み
込
み
で
働
い

た
り
し
た
後
、
昭
和
13
年
（
1
9
3
8
）、
24

歳
で
安
城
高
等
女
学
校
の
教
師
と
な
り
ま
す
。

充
実
し
た
生
活
を
送
る
中
で
生
徒
の
詩
や
自
分

の
作
品
を
哈ハ

爾ル

賓賓ピ
ン

日
々
新
聞
に
載
せ
ま
し
た
。

三
度
目
の
発
病
を
し
な
が
ら
も
命
を
削
る
よ
う

に
作
品
を
書
き
、
多
く
の
物
語
を
残
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
18
年
（
1
9
4
3
）
初
め
、

と
う
と
う
病
床
に
つ
き
、
2
月
に
女
学
校
を
退

職
。
3
月
、
29
歳
7
か
月
と
い
う
若
さ
で
短
い

生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

し
ょ
う
は
ち

2



新美南吉の作品
　南吉はふるさとの知多半島を舞台に、庶民の生き様
や身近な動物たちを描きながら、心の通い合いや美し
い生き方といった普遍的なテーマを、ストーリー性豊か
に表現しました。南吉が残した作品は、童話、小説、童
謡、詩、戯曲、俳句、短歌など多岐にわたります。

「良寛物語　手毬と鉢の子」
りょうかん　　　　　　　て　まり

　　　　　び　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　ひ　めい

伝記物語

「窓」「枇杷の花の祭」「貝殻」「墓碑銘」「牛」
「ひらがな幻想」「鯉」「泉」「百姓家」など

詩・童謡

「塀」「雀」「鴛鴦」「帰郷」「花を埋める」
「百牛物語」「家」「銭」「天狗」など

へい　　すずめ　おしどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てん　ぐ

小説
「張紅倫」「巨男の話」「ごん狐」「手袋を買いに」「でんでんむしのかなしみ」
「にひきのかえる」「きつねのつかい」「赤いろうそく」「空気ポンプ」
「最後の胡弓弾き」「久助君の話」「嘘」「うた時計」「おじいさんのランプ」
「花のき村と盗人たち」「牛をつないだ椿の木」
「百姓の足、坊さんの足」「和太郎さんと牛」
「鳥右ヱ門諸国をめぐる」「狐」
「疣」「小さい太郎の悲しみ」など

ちょうこうりん　　　おおおとこ　　　　　　　　　　　　ぎつね

　　　　　　こきゅう　ひ　　　　　きゅうすけ

　　　　　　　　　　ぬすびと

いぼ

童話

南吉が愛した街
　作品の舞台になった半田、
知多半島をはじめ、女学校教
師として晩年を過ごした安城
など、愛知県内には南吉ゆか
りのスポットが多くあります。
その一部をご紹介します。

名古屋市　◎有松
　初めて訪れた南吉は「名前はよくきいていたこの東海道沿いの古い
小さい町は、来て見ると驚かされる。街のクラシツクな空気に。家々はゆ
たかに、昔風に、街道に面して立ってをり、ここにある生活は徳川時代さ
ながらのものに思へる。古きものはよろしきかな。」と日記に記しています。

安城市　◎安城駅から御幸通りにかけての界隈
　安城駅前から安城高等女学校（現在は安城市立桜町小学校の校
地）までの御幸通りは、女学校教師時代の南吉が毎日通った道です。
南吉がよく利用した書店や料理屋などが現在も残っています。

豊川市　◎宮路山
　同僚の送別会を兼ね、安城高等女学校の職員一同で宮路山へピク
ニックに出かけています。赤坂駅を降りた一行は、旧東海道赤坂宿を歩き
松尾芭蕉の句碑を見学。宮路山に登り、山頂から三河湾の眺望を楽しみ
ました。南吉はこのピクニックでいくつかの自由律俳句をつくっています。

蒲郡市　◎蒲郡・三谷
　ライバルであり友人だった童謡詩人　歌見誠一は蒲郡の人です。
彼と会うために何度か蒲郡を訪れています。安城高等女学校の同僚
の送別会を兼ねて宮路山へ上った際は、五位山を経由して蒲郡へ出
ており、三谷の料理屋で食事をし、蒲郡の旅館で休憩しています。

岡崎市　◎康生町・六供町界隈
　岡崎について、「東京にも名古屋にも見られないいい雰囲気
が伝統の匂いをただよわせていた。淡い郷愁が感ぜられた。」と
日記に記しています。研究会や講演会で岡崎師範学校（現在の愛
知教育大学附属小学校）や岡崎高等女学校（現在は甲山会館の
敷地）を訪れたり、同僚と康生町の散策を楽しんだりしています。

高浜市　◎三州瓦
　南吉は中学生時代に「煙の好きな若君の話」という、尾張のお
城の若君が三河の方角に見える煙に誘われて旅に出る物語を
書いています。城を出た若君は、亀崎から海を渡り、三河の山の
中で瓦を焼く人 と々出会います。高浜周辺で生産される三州瓦を
イメージして書いていると思われます。

田原市　◎伊良湖岬
　安城高等女学校の同僚達と渥美半島の伊良湖岬に遊び、「人
も牛も地

じ

曳
び

網
き

をひけり秋の昼」「かそけさやいとなみいとなみに
照る秋陽」などの俳句をつくっています。

南吉ゆかりの
地は

他にもたくさ
んあります。

詳しくは、新美
南吉記念館

ホームページで
→

出典：新美南吉記念館HP

新美南吉記念館提供
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〒475-0966　半田市岩滑西町1-10-1
TEL：0569-26-4888
開館時間：9時30分～17時30分
休 館 日：毎週月曜日、毎月第2火曜日

観 覧 料：220円（中学生以下無料）
駐 車 場：普通車59台（身障者用2台）（無料）

（祝日・振替休日の時は開館し、その次の開館日
　が休館になります）、年末年始

Information

最新の情報は
ホームページ
で確認を。

新美南吉記念館
ここはチェ

ック！

南吉の自筆原稿、日記、手紙、関連図書のほか、「ごん
狐」「手袋を買いに」などの童話作品を再現したジオラ
マ模型などが展示され、南吉の生涯と文学にふれるこ
とができます。

子狐を探してみよう
！

記念館
の中に

は、

かわいい
子狐が

7匹隠れ
ています

。

どこにい
るのか、

探してみ
てくださ

い。

・名鉄河和線「知多半田」駅よりバスで15分（半田市地区
　路線バス「雁宿ホール前」停留所より「半田図書館・博
　物館方面」行きに乗車）
・名鉄河和線「半田口」駅より徒歩20分
・JR武豊線「半田」駅よりタクシーで15分

・知多半島道路「半田中央」ICより５分

公共交通機関でお越しの方

お車でお越しの方

参考：新美南吉記念館HP生涯

大正2年　　　　7月、知多郡半田町岩滑に生まれる。
大正6年　4歳　11月、生母りゑ病没。
大正9年　7歳　4月、半田第二尋常小学校（現岩滑小学校）入学。
昭和2年　14歳　この頃から盛んに童謡や童話を作る。
昭和4年　16歳　岩滑の有志とガリ版刷りの同人誌『オリオン』を出す。
昭和6年　18歳　3月、半田中学校卒業。4月から8月まで母校の半田
　　　　　　　　第二尋常小学校に代用教員として勤務。
　　　　　　　　9月、童謡雑誌『チチノキ』へ加入し、巽聖歌と知り合う。
昭和7年　19歳　4月、東京外国語学校（現東京外国語大学）英語部文科
　　　　　　　　に入学。『赤い鳥』に「ごん狐」（1月号）が載る。
昭和11年　23歳　3月、東京外国語学校卒業。東京商工会議所内の東京
　　　　　　　　土産品協会に就職。11月、帰郷。
昭和12年　24歳　4月、河和第一尋常高等小学校（現河和小学校）の
　　　　　　　　代用教員となる。
昭和13年　25歳　4月、恩師のはからいで安城高等女学校
　　　　　　　　（現安城高校）の教諭となる。
昭和14年　26歳　5月から「哈爾賓日日新聞」に寄稿。
昭和15年　27歳　『婦女界』に「銭」、『新児童文化』に「川」が掲載され、
　　　　　　　　ようやく世に注目され始める。
昭和16年　28歳　10月、初の単行本『良寛物語　手毬と鉢の子』（学習社）出版。
昭和17年　29歳　10月、第一童話集『おじいさんのランプ』（有光社）出版。

昭和18年　　　　病状悪化。自宅で療養しながら執筆。
　　　　　　　　未発表作品を巽聖歌に送り、出版を依頼。
　　　　　　　　3月22日、喉頭結核のため永眠。29歳7ヶ月。法名釈文成。

やなべ

● にいみ　なんきち

N
an

ki
ch

i N
iim

i

新美南吉記念館提供

「弥厚翁」を持つ南吉

新美南吉記念館内
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　2023年11月8日㈬～10日㈮、ポートメッセな
ごや（名古屋市港区）で日本最大級の異業種交流展
示会「メッセナゴヤ2023」が開催されました。
デジタルトランスフォーメーション（DX）や脱炭
素技術などをテーマに充実した交流・商談が行わ
れました。

メッセナゴヤ2023に出展

当金庫のブース

ええじゃないか豊橋まつりに参加

　2023年11月2日㈭～5日㈰、オト　リバーサイドテラス（岡崎市上明大寺町）
で、「あおもり自慢！日本酒＆うまいものフェア」が開催されました。

　2023年10月21日㈯、豊橋駅前で行われた「第67回ええじゃないか豊橋まつり」の「総おどり」に
豊橋ブロック職員が参加しました。
　豊橋市に秋の訪れを告げるまつりの4年ぶりの通常開催に、会場は大いににぎわいました。

青森県の日本酒フェア開催

Okashin News おかしんからのお知らせ
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このたび、岡崎信用金庫幡豆支店は、新築建替いたします。
今後もより一層地域の皆さまに愛され信頼される金融機関を
目指してまいりますので、引き続きご愛顧くださいますよう、
よろしくお願い申し上げます。

新築建替オープン！
岡崎信用金庫幡豆支店

幡豆支店
〒444-0703  西尾市西幡豆町仲田5番地
TEL：0563－62－3131 ※住所・電話番号は変わりません

12 4
2023年

（月）

家康公が残した遺訓が私たちに語りかけてくることは何でしょうか。
「人の一生は重き荷を負うて遠き道を行くが如し」で始まる言葉は、人生訓
そのものです。「不自由を常と思へば不足なし」とは豊かになり過ぎた私たち
の更なる欲望に対する警告でしょう。奢ることなく、困窮していた時のこと
を忘れなければ、多少の不自由も苦にならないという戒めです。この遺訓に
出てくるキーワードは「堪忍」「怒りは敵」「己を責めて人を責めるな」等です。
自分に当てはめて考えてみたいものです。　

問 題
家康公は、その一生を通して私たちに大きな教訓を残しています。
有名な「東照公遺訓」の次の一節の（　　　）に入る言葉は何でしょうか？  

『（　　　）を常と思えば不足なし、こころに望みおこらば困窮したる時を思い出すべし』

⑴ 堪忍　　　⑵ 困難　　　　⑶ 無事長久　　　⑷ 不自由

正解……⑷

家康公検定 28過去問に挑戦 !

解 説

東照公遺訓碑（岡崎公園）

徳川家康公を主人公とした本年（2023年）のＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」の放映
もいよいよ最終回を迎えようとしています。幾多の艱

かん
難
なん
辛
しん
苦
く
を乗り越え、平和の世の礎を

築いた家康公。さて、どのようなフィナーレを迎えるのでしょうか。
今回は、家康公の一生を表しているといわれる「東照公遺訓」についての問題です。

こんきゅう

おご

いまし
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0.130 （　　　）税引後
年0.103％

インターネットバンキング、
おかしんアプリでお預け入れの場合

ATMでお預け入れの場合

0.050
（税引後年0.039％）

0.200
（税引後年0.159％）

0.250
（税引後年0.199％）

1年もの預金金利
1年もの預金金利 3年もの預金金利 5年もの預金金利

お預け入れ時の金利を約定利率として初回満期日まで適用します。
初回満期日以降は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前
に公表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。
満期日が当金庫休業日の場合のお支払いは翌営業日となります。
マル優での新規預け入れはできません。
この預金は預金保険制度の対象商品です。（預金保険制度により全額保護される決済用預金以外の預金と合算して、預金
者お一人様あたり一金融機関ごとに元本１，０００万円までとそのお利息が保護されます。）
店頭に「スーパー定期」の商品概要書をご用意しております。
おかしんアプリ（アプリ定期預金）での取り扱いは、アプリ通帳（通帳レス）の利用が必須となるため、普通預金部分含めた
「紙通帳」が利用できなくなります。

やむを得ず中途解約をされる場合は、上記金利は適用されず、お預け入れ日から解約日までの当金庫所定の中途解
約金利が適用されます。

２０１３年１月１日から２０３７年１２月３１日までの間にお受取りになる利息には「復興特別所得税（０．３１５％）」が課税されるた
め、２０．３１５％（国税１５．３１５％、地方税５％）の税金がかかります。

２０２３-２４　冬のキャンペーン定期預金

個人のお客様（個人事業主を含む）

スーパー定期　１年・３年・５年　自動継続（元金継続または元利継続）
満期日以降は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前に公
表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。

１口１０万円以上
ＡＴＭでのお取り扱いの場合、１回につき　現金１０万円以上２００万円以下（紙幣２００枚まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替１０万円以上５００万円以下（ご本人口座からの振替のみ）

ＡＴＭでお預け入れの場合…１年０．０５０％（税引後０．０３９％）、３年０．２００％（税引後０．１５９％）、５年０．２５０％（税引後０．１９９％）
インターネットバンキング、おかしんアプリでお預け入れの場合 ……………１年０．１３０％（税引後０．１０３％）

満期日以後に一括して払い戻します。

２０２３年１２月１日（金）～２０２４年１月３１日（水）

募　集　枠 ＡＴＭ３年５００億円、ＡＴＭ５年３００億円。※ＡＴＭ３年・５年は募集枠がなくなり次第、終了させていただきます。

2023年 ～ 2024年12月１日㈮ １月31日㈬

昨年冬に実施した「2022-23 冬のキャンペーン定期預金」は、当初の預金方法が「窓口」「ATM」の場合は0.050％（税引前）、
「インターネットバンキング」の場合は0.130％（税引前）の金利にて満期日に自動継続します。
総合口座定期預金の継続明細の記帳は、窓口へお申し付けください。

募集期間
満期日以降は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します満期日以降は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します

2023-24 冬のキャンペーン定期預金毎
月
一
回
発
行
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